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ダイヤモンド中の負電荷を持つ窒素-空孔(NV)

センター中は、室温で長い量子コヒーレンス時

間を持ち、高感度の RF 電磁波センサーとしても

注目されている[1-3]。今回私たちは、ダイヤモン

ド NVセンターに RF電磁波を照射し、光検出磁

気共鳴スペクトルの RF照射効果を調べ、その空

間分布を得た結果について報告する。 

N15 をドープした CVD 成長高品質ダイヤモ

ンド NV センター試料にマイクロ波パルスとレ

ーザーパルスと RF 電磁波を照射して、光検出磁

気共鳴スペクトル(ODMR)を取得した。NV セン

ターからの発光は sCMOS カメラでイメージと

して取得した。図 1に RF 4 MHzを照射した場合の ODMR スペクトルを示す。2.755 GHz と 2.758 

GHz の 2 つのディップは N15 の超微細相互作用による分裂である。そのほか、この 2 つのディッ

プから 4 MHz の整数倍離れたディップが見られる。これらの振幅は、RF 電磁波の振幅に依存し

て変化する。文献[1,2]のモデルに従って解析を行った。ローレンツ関数へのフィットで得たディ

ップの線幅はほぼ一定で、ディップの振幅はベッセル関数を用いて表される。この解析から RF電

磁波のラビ振動数は、図の場合 1.77 MHzが得られた。さらに、サイドバンドの振幅の空間マッピ

ングから RF電磁波の振幅の空間分布が得られた。この手法は簡便で定量的な RFイメージング法

として有用である。 
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図 1:RF 4 MHz照射下における光検出磁気共鳴

スペクトル 
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